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１　さつまいもの需要拡大のために
　日本いも類研究会は、いも類の発展に貢
献しようとする者の連携を図り、情報交流
を増進することにより、いも類、生産、流
通、加工、消費の振興を図ることを目的と
している。弊社では、さつまいもの種苗販
売を行っているが、マーケット全体を見る
ことができておらず、この貢献が出来てい
るとは言えなかった。近年自社オリジナル
の品種が出来たことで、考え方、行動が変
わってきた。
　さつまいもを知らない人はいないと思う
が、普段ほとんど食べない、品種が色々あ
ることを知らない、食べ方がわからない、
そんな方々にもっと関心を持っていただ
き、ファンを増やしたいと思う。

２　ハロウィーンスウィートの販売戦略
　「いも類振興情報」でも、新品種紹介で
取り上げていただいたが、高系14号（ナル
ト系統）から選抜し、2015年に品種登録さ
れた品種で、β-カロテンがかぼちゃ並み
に多く含まれ、健康に良い上、食味も良く、
加熱した際の色がきれいなオレンジあるこ
とから、少しずつ人気が出てきているのが
ハロウィーンスウィートである。
　しかし、新品種として登録をした当初は、
これまでと同様、生産者への紹介、試作に

留まり、その評価もよくわからない状況
だった。そうした中で、一般の方が実際に
見たり、食べたりして喜んでいただくのを
見ていて、冒頭にも述べたように、ファン
を増やすのにはちょうどいい商品ではない
かと思った。そこで、今までは、生産者に
苗を購入いただくことしか考えていなかっ
たことを反省し、消費者が欲しいと思って
買って頂くため、一般消費者に向けてサツ
マイモ商品としての販売の働きかけを始め
た。

３　エムソン企画とのコラボ
　一般消費者向け宣伝に手慣れ、家庭園芸
で色々な野菜の苗を面白く企画して、ホー
ムセンターなどに販売している（有）緑の
マーケット「エムソン企画」とタイアップ
し、家庭菜園向きのポット苗を販売するこ
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ととした。販売戦略としては、“健康サツ
マイモ”を前面に出し「カロテン100倍」
という商標を取得、店頭販促なども行った。

エムソン企画によるPOP

４　焼きいも屋さんからの発信
　また、さつまいもはやはり焼き芋だろう
ということで、東京の焼き芋専門店「ふじ」
さんに見てもらったところ、気に入ってい
ただき、TVの取材などとも重なり、広まっ
てきた。
　更に、徳島の生産者から大阪の焼き芋屋
さんに依頼しハロウィーンスウィートを販

売していただいた。また、九州の生産者が
地元のスーパーや洋菓子店に宣伝して下
さったお陰でハロウィーンスウィートの評
価が確実に高まってきた。

５　各種販促の見直し
　何となく広まっている感はあるが、実感
がもう一つない。そこで何気なくホーム
ページで「ハロウィンスウィート」を検索
したがほとんど出て来ない。自社サイトに
は何とか出てくるがハロウィンスウィート
について満足に知ることができない。これ
ではまずいと思った。折角、一般消費者が
ハロウィンスウィートを食べて喜んで、こ
れについてもっと知ろうと思ってもそれに
関する情報が何もない。検索をあきらめて
それで終わってしまい、その名前も意識か
ら消えてしまうことに気がついた。
　まずは、自社のサイトを改定した。今ま
では業務用という感じで、取り扱い品種が
羅列されているだけだった。これをハロ
ウィンスウィートだけのページにし、一般
の方がハロウィンスウィートについて知り
たいであろう情報を、一般向けに記載した。
これは何も特別なことではなく、基本であ

作成したパンフレット のぼり
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り、これまでやっていなかったことがお恥
ずかしい限りである。
　サイトを改訂してほどなく、弊社の直接
のお客様である生産者からも問い合わせが
来るようになった。生産者も最近は自分で
販売促進をされる方が増え、中でも希少な
品種を求められる方にはこの商品は興味を
持っていただけた。そこで、そのお手伝い
として、一般消費者が見ても、市場、中間
業者、小売業者が見てもわかりやすいパン
フレットを作成した。小売りの場面で、販
促イベント用にのぼりも作った。生産者が
出荷する袋に張るシールも作った。

６　全方位でのマーケティング
　これらの活動をしてあらためて学んだの
は、マーケット全体が連動していて、あら
ゆる角度から影響を与えているということ
である。
　弊社から良質な苗を生産者に納品する。
生産者は技術でその商品の良さを最大限引
き出し、良質なさつまいもを出荷する。商
品情報や生産者の情報を小売り現場が活か
し、一般消費者に宣伝する。加工現場では、
オリジナル商品を作り特徴をアピールす
る。一般消費者は、SNSで投稿したり、調
べたりする。テレビでも見る。

　このような流れを十分理解し、全方位で
マーケティングをすることが大切である。
特に末端消費者からの声は最重要である。
物を作ったら売れるという時代は終わり、
その商品がいかに使われるか、いかにネッ
トにつながるか、いかにシェアされるか、
という仕組みづくりが必要である。

７　SNSの活用
　現代の販促にSNSが欠かせないことは
今さら言うまでもない。その中の一つのイ
ンスタグラムは大変興味があるがまだまだ
うまく活用できていない。企業ではキャン
ペーンなどと連動させて宣伝効果を上げて
いる。「インスタ映え」という言葉があるが、
これからの商品には必須であると思う。「ハ
ロウィンスウィート」で検索すると1000件
くらいの投稿がある。さらにそれぞれの投
稿に対し、反応があるので「芋づる式」に
何万人もの人が目に触れることになる。

「＃」（ハッシュタグ）の機能をうまく使え
ば、非常に大きな販促効果が期待できる。
ハロウィンスウィートに限らず、イモ類研
究会でも何か一ついい＃コピーを作って広
めれば面白いと思う。
　ここで、弊社の失敗談であるが、1000件
の「ハロウィンスウィート」と書いたが、
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実は、「ハロウィンスウィート」「ハロウィ
ンスイート」「ハロウィンスィート」など
に分散してしまっている。ネーミングの際
には、誰が入力しても同じになるもの、予
測検索ですぐ出る名前にすることも重要で
あると反省した。

８　商品開発
　さつまいもの育種についてはまだまだ経
験が浅いが、毎年数千個体から選抜を行っ
ている。１次選抜では、非常に様々なイモ
ができて楽しいが、見た目の形状や収量な
どでざっくりふるいにかけて30系統くらい
に絞る。２次選抜では、食味もみる。３次
選抜に向けては、収量、貯蔵性、食味など
総合的に判断する。商品化が決まれば組織
培養で固定、増殖する。国の機関に比べれ
ばまだまだレベルが低いが、さつまいも業
界が発展する一役を担えるよう、消費者に
喜んでいただける品種を創出したい。

９　新品種の開発
　2018年に新しい品種の登録出願を行っ
た。出願名とは異なるが、
販売名は「しろほろり」と
した。名前は社内公募で、
女性の多数支持を受けて決
定した。
　時代と逆行するホクホク
系であり、マイナーな白皮
イモであるため、売れるよ
うになるには努力が必要
で、ハロウィンスウィート
での販促経験も生かしなが
らいろいろやってみたい。
　特にこのしろほろりが、

ということではないが、さつまいも全般の
特徴として、美容と健康のためのビタミン、
ミネラル、食物繊維が多いことを消費者に
伝える。ジャガイモに代わるものとして、
様々な料理に使っていただくようレシピを
作成するとか料理研究家などとタイアップ
するなどしたい。一般消費者の方の試食評
価もまずまず好感触である。色々な食べ方
をしても、さつまいもらしいほんのりとし
た甘さがあるのがいい。甘すぎるイモに少
し飽きた方にもいいだろう。
　具体的な販売促進戦略は定まっていない
が今後の動きにご期待いただきたい。

しろほろり画像
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